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ＩＣＴを活用した非母語話者向け日本語学習支援システムの 

とりくみ 
 

稲積宏誠†1  大野博之†2
 

 

著者らは，情報工学と自然言語処理技術に基づく母語話者のための日本語校正・推敲ツールの開発を進め，現在非母

語話者向けへと展開している。これは，公開済み日本の辞書を利用し，任意の文章が基本文型に合致した構造（助詞
の用い方）となっているか否かを判定するものである。本稿では，その概要と問題点を述べる。 

 

 

Developing ICT-based Learning System to Enhance Non-Native 

Learners' Understanding of Japanese 
 

HIROSHIGE INAZUMI
†1 HIROYUKI OONO

†2
 

 

The authors have developed the tool for proofreading and elaborating Japanese sentences, which is as for native speakers. They 

have been continuing this project, and then started to expand the tool for non-native speakers. Summary of the tools currently 

under development are as follows. (1) Use Japanese dictionary published free for educational and research use. (2) Determine 

whether or not any text written by students is the correct syntax by matching the basic sentence patterns with the dictionary,. In 

this manuscript, we describe overview and problems. 

 

 

1. はじめに   

 著者らは，2007 年から，情報工学と自然言語処理技術に

基づく母語話者のための日本語校正・推敲ツールの開発を

行ってきた。その背景は，近年の母語としての日本語表現

力の低下であり，特に正確で簡潔な表現による論理的な文

章を作成する能力の低下である。ここで言う日本語表現力

とは，事実を客観的に示し，明確に主張を述べることがで

きること，また，複数の解釈を与えず，冗長な表現を含ま

ない文章を作成することのできる表現力とする。すなわち，

レポート，論文，マニュアル等の技術文書などの作成に求

められる素養に相当する。 

日本語校正・推敲ツールの開発においては，論理的な展

開となるような文章表現上のシンタックスを満足した表現

力を狭義の論理的な文章と位置づけ，その育成を第一義と

した。その結果，文章表現上のシンタックスを効率的に学

習できる環境の構築により，論理展開のセマンティクス学

習への人的資源の配置を十分可能となる。このことが，一

貫した本研究の目指す教育分野への貢献である。 

現在開発している校正・推敲ツールは，フリーの日本語解

析ソフトを用い，独自開発の日本語誤り検出アルゴリズム

と関連辞書を組み込むことにより，Microsoft Windows 環境

下のフリーソフトとして実現・公開されている。[1] 

 現在，母語話者向けの開発により得られた知見に基づき，

非母語話者のための学習支援ツールの開発を開始している。
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非母語話者向けのツール開発にあたっては，基本文法事項

についても，その理解を促す環境が必要となる。ところが，

母語話者向けの支援ツールは，日本語の基本文法事項を理

解していることを前提としているため，このような基本文

法事項は考慮に入れていなかった。したがって，この点を

非母語話者への取組の最優先項目とし，まず動詞・形容詞

に対応する助詞の用い方に注目した基本文型の理解を目的

とした学習システム構築を行うこととした。 

基本文型の学習には，教育・研究用に公開されている（独）

情報処理推進機構(IPA) （現在は特定非営利活動法人 言語

資源協会 (GSK)が管理）が開発した日本語辞書 IPAL

（IPALexicon of the Japanese Language for computers）を用い

る。開発されてから年月が経過し，その後いくつかの辞書

が整備されたものの，広く利用可能な教育用ツールを開発

するためには，その使用にあたっての制約が大きい。その

結果，IPAL が研究・教育用に利用できる数少ない辞書のな

かで最も利用価値が高いと判断した。IPAL には，語彙体系

上・使用頻度上重要であると考えられる基本的な動詞(861

語)，形容詞(136 語)，名詞(1081 語)が収められている。そ

れらは，意味・統語的な特徴に基づいて区分し，形態，意

味，統語，慣用表現などに関する情報が詳細に記載されて

いる。 

現在開発中のプロトタイプシステムでは，任意の文章に

対して IPAL で分析可能な動詞，サ変動詞，形容詞，形容

動詞が含まれているか否かを判定し，その文章の係り受け

構造を表示し，基本文型に合致した構造（助詞の用い方）

となっているか否かを判定することを可能にしている。な

お，日本語学習支援システムとしては 2 つの利用形態を想
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定している。一点目は，正誤問題，語の補充問題などの問

題の解説を行うことを目的とした自学習および授業支援で

ある。二点目は，日本語文章作成時の校正・推敲支援を目

的としたものである。 

 本稿では，まず母語話者向けに開発している構成・推敲

ツール Tomarigi の概要を説明し，このツールを用いた非母

語話者向け日本語学習支援の可能性を論じる。次に，IPAL

辞書を利用した非母語話者向けツールの概要を説明する。

最後に，これらの問題点と今後の展開を論じる。 

2. 母語話者向け校正・推敲ツールの概要 

日本語を対象とした自然言語処理研究は，現在，形態素

解析ツールである Mecab[2]・JUMAN[3]や，係り受け解析ツ

ールである Cabocha[4]・KNP[5]に代表される基礎研究の成

果によって，様々な応用研究が可能となった。例えば，日

本語エディタ，機械翻訳，テキストマイニングなどが代表

的な応用例である。ただし，その処理量の大きさから，文

章作成の補助としての校正支援や推敲支援を含むインテリ

ジェントエディタの開発には，限界があるとされてきた。

そのような中で，推敲支援を実現する試みも進められ，教

育関係への展開にも関心が及びつつある。 

教育関係への展開は，主として第二言語として学ぶ学習

者の読解および作文支援としてとして取り上げられること

が多い。代表的なシステムである読解支援システム「あす

なろ」[6]は， Web 上で学習可能な第二言語読解学習支援

を多言語対応システムとして開発されたもので，学習者の

母語による支援により文章を理解できることを目指してい

る。 

一方，作文支援システムとしては，「あすなろ」の開発

者による「なつめ」[7]をはじめとする第二言語学習者向け

の取組に加えて，より高度な文章推敲や校閲を支援するた

めの取り組みも見られるようになった。これらの研究では，

作文教育において，作文とそれに付随する添削結果をデー

タベースに蓄積し，教師の誤用分析などを支援している。 

 これらを踏まえ，著者らは，テキストエディタとして実

際に文章を作成しながら，校正・推敲に関する機能を利用

できる校正・推敲ツールの開発を開始した。[8] また，こ

れらの校正・推敲機能は，機能自体を別ファイルで作成す

ることで任意に追加することが可能な点を特長とする。ま

た，最大の利点は，校正・推敲機能を活用することにより

演習問題の自動生成機能を実現することが可能となること

である。この取組についても継続させているが，なお実用

に向けての課題が多く，公開には至っていない。この詳細

については別の機会に発表することとする。 

 校正・推敲ツールは，図 1 のように，文書の編集を行う

エディタ領域，校正・推敲対象の指摘カードおよび指摘詳

細カード，さらに単語数，異なり語数などの文章全体の客

観的評価指標を示す文書プロパティ領域から構成されてい

る。これは，「書くこと」と「指摘を受けること」と「修正

すること」を明確に分けて，ユーザーに意識づけるためで

ある。 

 

図 1 母語話者向け構成・推敲ツール 

Figure 1  The tool for proofreading and elaborating Japanese 

sentences for native speakers. 

 

基本的な校正機能としては，レポート・論文を想定した「体

言止め」「文末の無駄な表現」「平仮名/漢字書きすべき副詞」

「全角英数字と半角カタカナ」「漢数字」「読点」「常用漢字

外使用」「接続詞の漢字使用」「平仮名書きすべき形式名詞」

「不適切な表現」「句点の統一」「文末（である・ですます

調）」「当て字」などのチェック機能が実装されている。 

一方，推敲支援では，表記上の誤りではなく，理解容易

性の向上や読みやすさの改善を目的に文を訂正することを

目的としている。現在は 3 つの推敲支援機能を実装してい

る。 

前置修飾節と長文の判定：二重の前置修飾節を持つ文と

長文を典型的な悪文と位置づけ，その検出を行い，指摘を

行う。二重の前置修飾節を持つ文とは，修飾節の中に修飾

節があるような文である。一方，長文とは，ここでは人の

言語理解過程に基づいて定めたものとする。すなわち，そ

の言語理解過程において，形態素解析や構文解析などの処

理が行われているという前提で，これらの過程で作られる

処理結果が短期記憶に保持できる容量を超えるか否かの判

定を行うものである。これらは，係り受け解析の結果から，

｢節｣の判定を行うことで，二重の前置修飾節を抽出するこ

とができる。また，1 文節を記憶単位としたうえで，連体

詞や節として解釈した場合は，記憶単位に統合するなどの

処理をしながらカウントし，設定した短期記憶容量と比較

して，長文の判定を行うことを可能にしている。  

読点の位置：文中で使用される読点は，主に，文意に誤

解を与えないようにすることと，文を読みやすくすること

を目的として使用される。この際，動詞の連用形の後には
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読点を打つべきであり，隣接する文節同士に係り受け関係

がある場合には打つべきではないことが知られている。た

だし，名詞が羅列されている場合は，隣接している場合で

も，その区切りに読点を打つ必要がある。そこで，係り受

け解析の結果を利用して，これらの基準をもとに，付与す

べき読点および除去すべき読点についての指摘を行う。 

係り受け解釈のあいまい性：係り受け解析ツールによっ

て，最も尤もらしい係り受け関係を求めることができる。

そこで，係り受け関係に基づいた文節単位での構造を視覚

化することによって，何が解釈の違いを導くのかについて

検討することを可能とする。これによって，構文上の特徴

や修飾語と非修飾語の距離による解釈の違いや文の曖昧性

を容易に確認することができる。 

   

3. 非母語話者向け日本語学習支援システムの

とりくみ 

 本稿で取り上げる学習支援は，学習者自身が文章作成時

に自らその誤りへの気づきを促すこと，また日本語教師ら

の教育実践における支援を行うことを目的とする。これは，

著者らの母語話者に対するこれまでの取り組みのなかで，

単に文章上の誤りを発見し，訂正をさせるのみでは学習効

果がないとの知見を得ているからである。 

3.1 母語話者向けツールの活用 

著者らは，まず母語話者向けに開発した校正・推敲ツー

ルを非母語話者向けに展開することを検討した。[9][10] 

母語話者向けの学習支援ツールを非母語話者向けのも

のに展開するためには，非母語話者の犯す誤用の分析と誤

用発見ルールの構築が必要となる。誤用については，多く

の分析例が示されているが，それぞれの母語との関連性や

背景となる文化の違いもあり，文章作成者の意図に沿った

修正の実現は困難な課題とされている。[11] 

誤用分析そのものについての詳細な検討を行う前に，ま

ず学習システムとしての可能性を探ることとした。誤用の

典型例として「助詞」に注目し，そのいくつかを例にとっ

て，誤用パターンとそのチェックルールを試験的に構築し

実装した。実装した誤用は，①形容詞の係り受け元に助詞

「を」を用いる。②名詞・形容動詞語幹に助詞「の」を用

いる。③動詞あるいは動詞型以外の助動詞に助動詞「べき」

を接続させる，の 3 種類である。 

次に，「係り受け関係」を表示し，文の構造を示すこと

で，文の示す意味と書き手の意図の違いを気づかせること

を試みる。非母語話者の陥りやすい誤りの一つに，助詞「は」

と「が」の主語としての使い方が挙げられる。この場合，

従属節の主語としてそれぞれを用いることで，「係り受け関

係」が変わり，文意が変化することがわかる。 

以上の 4 種類の取組例を図 2 に示す。特に，係り受け関

係については，従属節の推定機能により，文意の変化が示

され，動詞「受ける」の主語として用いる場合には「は」

ではなく「が」としなければならないことが確認できる。 

 

 

(a)「彼女は猫を（が）怖い」へのチェックルール適用例 

 

(b)「誠実の人は好かれる」へのチェックルール適用例 

 

(c)「この映画，どこかで見ていたべきだ」へのチェックルール適

用例 

 

 

 

(d)「子供は/が初めて教育を受ける教育機関は幼稚園である」の

係り受けによる気づきの例 

図 2 母語話者向けツールによる非母語話者の誤用チェッ

クの実装例 

Figure 2  Examples of Checking misuse of sentence written 

by non-native speakers using the tool for proofreading and 

elaborating Japanese  for native speakers. 
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以上の例で示されるように，形態素解析および係り受け

解析結果に個々の誤用判定ルールを適用させることが可能

であることがわかる。しかし，誤用パターンを詳細に分析

し，一つ一つの判定ルールを構築するのは非常に困難な作

業となる。なぜならば，書き手の意図の推定を伴うからで

ある。また，シソーラスなどを含む高度な辞書機能を必要

とすることも予想される。例えば，自動詞と他動詞の区別

なども，独自辞書を構築しなければ，その判定は実現でき

ない。 

そこで，この取組については継続させながら，従来の取

り組みを活かしつつ，非母語話者に特化した学習支援の検

討を開始することとした。 

3.2 基本文型理解のための日本語学習システム 

非母語話者に特化した学習支援環境の構築については，

日本語教育分野における教育論や誤用分析についても考慮

する必要がある。しかし，教育方法論の変遷はあるものの，

語彙や文法，基本文型の理解については，その必要性は定

着している。そこで，前述した日本語辞書 IPAL に着目し，

基本動詞・形容詞・形容動詞といった「述語」を中心とし

た基本文型の理解とそれに伴う助詞の使い方に特化したシ

ステム構築を行うこととした。 

日本語辞書 IPAL（IPALexicon of the Japanese Language 

for computers）では，語彙体系上・使用頻度上重要である

と考えられる基本的な動詞，形容詞，名詞が収められてお

り，意味・統語的な特徴に基づいて区分し，形態，意味，

統語，慣用表現などに関する情報が詳細に記載されている。

これらの詳細情報をどのように活用するかという点が第一

の検討課題となる。そこで，まず基本文型の理解に限定し

たプロトタイプシステムを検討することとした。 

プロトタイプシステム構築にあたり，まず，動詞，サ変

動詞，形容詞，形容動詞に関する詳細情報から，「読み」と

「基本文型」および「基本文型に対応する意味」を抜き出

し，データベースを構築した。また，基本文型では，「助詞」

の取り扱いに加えてとりうる名詞の素性にかかわる情報が

付加されている。IPAL の提供する名詞辞書と連携すること

で，より正確な構文の推定が可能となるはずである。デー

タベースにおける記述の抜粋は以下のとおりである。 

  

 

また，各名詞の意味素性は表 1 のようにまとめられてお

り，「基本文型」のなかに組み込まれている。 

 

表 1 名詞の意味素性 

Table 1 Semantic Features of Subjective Nouns 

 

これらの情報に基づいて構築したプロトタイプシステ

ムのインタフェースを図 3 に示す。 

左上から，対象文編集ウィンドウ，係り受け関係表示ウ

ィンドウ，右上から述語(動詞，サ変動詞，形容詞，形容動

詞)基本文型評価ウィンドウから構成されており，必要に応

じて形態素情報および詳細な係り受け関係の評価を行うウ

ィンドウ，名詞の素性情報を示すウィンドウを起動させる

ことができる。 

図 3 では，「その時日本の友人の家で住みました」が評

価対象の文となっている。チェックを行うことで，動詞｢住

む｣に関する評価を行うことができる。その結果，もし「あ

る場所に居を構えて住む」という意味なのであれば，基本

文型は「○○が××に住む」であることが示され，「××で」

という表現は不適切であると評価される。また，それぞれ

の名詞素性が意図しているものかどうかも同時に確認する

ことができる。例えば，「家」が空間や方角を意味する名詞

と判断されれば，この基本文型に合致するとみなすことが

できることになる。また，形態素解析の結果についても参

照可能である。 
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図 3 非母語話者向け日本語学習システムのプロトタイプ 

Figure 3  The prototype : ICT-based learning system to 

enhance non-native learners' understanding of Japanese 

 

次に，「父は日本の興味がありました」と「父は日本に

興味がありました」の 2 文について評価した例を図 4，5

に示す。 

 

 

 

図 4 プロトタイプシステムの利用例 1  

Figure 4  Example 1 of the use of the prototype system 

 

ここでは，「ある」という動詞の基本文型を確認すること

になる。前者については，「何かが所有状態で存在する」

には合致するが，「ある感情や貸借関係を誰かに対して持

つ」の意味には合致しないことが，また後者については，

「何かに関してある繋がりなどが存在する」という意味と

して解釈も可能であることが示される。さらに，名詞の意

味素性からは，「日本」が抽象名詞ではないことから，形

式的に同じ文型であっても，その意味する内容の違いから

絞り込むことが可能となる。 

 

 

 

図 5 プロトタイプシステムの利用例 2 

Figure 5  Example 2 of the use of the prototype system 

 

 

4. おわりに 

 本稿では、母語話者向けに開発を続けてきた校正・推敲

ツールを非母語話者向けに拡張する取組と、非母語話者向

けに特化した日本語学習支援システムの考え方を示し、プ

ロトタイプシステムを紹介した。 

 日本語文章の解析においては、形態素解析や係り受け解

析の精度が向上したことから、辞書や誤用判定ルールの構

築により、非母語話者に対する学習支援の可能性は高まっ

ていると考えられる。今回は、多く用いられている動詞、

サ変動詞、形容詞、形容動詞の基本文型に基づき、「助詞」

の誤用についての学習支援の可能性を示すことができた。 

 今後は、システムの精度向上、ユーザインタフェースの

改善などを図り、実用に供することのできるシステムへよ

り近づけるための取り組みを継続させていく予定である。 
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